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原子力発電所周辺では原子力施設からの放射線量率の変動の有無を観測するために放射線モニタを設置し、環

境放射線のモニタリングを実施している。サイクル機構では、ふげん発電所やもんじゅ建設所（福井県敦賀市）周

辺において、１２基のモニタリング・ポスト／ステーション（検出器：ＮａＩ検出器、加圧式電離箱）を設置し環

境放射線の連続測定を行っている。これらの環境放射線モニタでは、冬季に雷活動に起因すると考えられる放射線

強度の上昇がときどき観測されている。 

これまで我々が行った冬季雷活動時の放射線量率の観測、特に電離箱検出器に比べてはるかに電磁ノイズの影

響を受けにくいＮａＩ検出器のモニタの測定結果から、以下の特徴が明らかになった。 

(1) 線量率の上昇は、バックグラウンドレベルの数倍から数１０倍程度である。 

(2) 線量率上昇の立ち上がり時間は数１０秒程度である。 

(3) モニタの設置位置と線量率変動の傾向から、線量上昇が観測される領域のほとんどは数１００ｍと局所

的である。 

(4) 数１００ｍ離れた位置にある２基のモニタの線量率の上昇時間は必ずしも同時ではなく、１０秒程度ず

れることがある。 

(5) 線量率上昇は冬季雷活動中にのみ発生するが、ＬＬＳに記録されている落雷発生時間とは必ずしも同期

していない。 

(6) 線量率上昇時にモニタの通過率（エネルギー指標）も上昇することから、放射線検出器に入射する放射

線のエネルギーは通常環境中で観測される放射線より高いものであると考えられる。 

これらのことから、冬季雷活動によると考えられる環境放射線モニタの線量率上昇は、雷放電とは直接リンク

せず、雷雲の高電界中で加速された荷電粒子により生成された制動放射線によるものと考えられた。 

本発表では、これらの線量率上昇の特徴を事例を交えて報告する。 

 


